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教区における諸宗教活動について アンケート調査 集計 

実施期間：2019年 9月～12月 

回収率：100％（16教区） 

質問１：諸宗教活動における教区体制について 

 

 

 

 

いる 11

いない 5

教区として宗教担当者はいますか？

いる 1

いない

4

担当者がいない5教区のうち代替担当者の有無
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質問２：ネットワーク活動について 

 

 

 

 

 

加盟している

13

加盟

していない

3

諸宗教の公的な組織、私的な団体と協力を行っていく「宗

教者連盟／宗教者懇話会」などに加盟していますか？

担当がある

10

担当は担っ

ていない 3

上記加盟している13教区のうち加盟団体での担当

（理事/委員/その他担当等）
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1回～3回

6

4回～6階

6

7回

以上

1

加盟団体の年間会合回数

10人～19人

5
20人以上

7

100人以上

1

加盟団体の会合出席数
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巡礼

4

祈祷会/慰霊祭

7

研究会/講座

5

サミット

1

交流会

2

遺骨収集

活動1

加盟団体での活動種類

ある 1

ない 2

加盟団体へ参加していない３教区のうち

代替えの活動の有無：

代替え活動の事例： 

諸宗教交流会 

連盟がない理由： 

・他の宗教にとっ

てまだ準備ができ

ていない。 

・司祭の高齢化、減

少化 
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質問３：教区レベルでの諸宗教活動について 

 

  

ある 9

ない 7

教区として諸宗教に関する

活動・行事等はありますか？

具体的な行事：      

・平和旬間の呼

びかけ 

・祈祷会 

・集い/講演会 

・諸宗教行事へ

の参加 
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質問 4：諸宗教対話を通じた成果 

 

 

 

 

 

喜び6

問題事や心

配事の分か

ち合い5

互いに心開く7

隣人となる8

その他4

諸宗教対話の成果：

① 生活の対話

連帯で行動を

起こす力8

真の開放に

向けての協力

4

その他

1

諸宗教対話の成果

②行動の対話

・宗教者として

取り組む課題の

共有と協 

・互いの宗教概

念や理念に触れ

る 

・行事への協力 

・平和巡礼 

・国内門への取

り組み 

・人災天災被災

者のための祈祷 

・平和への発信 

・人権問題への取り

組み 

・平和行動を通して

民意に寄り添う神の

愛を伝える 

・平和メッセージの

発信 

・互いの真理を掴む

機会 

・福音的人間解放を

学び連帯の力とする 
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それぞれが持つ

諸宗教的遺産へ

の理解

6

互いに霊的価値

観を評価

4

その他

3

諸宗教対話の成果

③神学的意見の対話

・巡礼

・神道の葬儀参加

・互いの宗教施設で

祈祷

・議論重視でなく意

見交換する対話

・慰霊祭でのそれぞ

れの典礼発信

瞑想

２

祈り

８
信仰

５

神/絶対者を追

求する方法1

その他

3

諸宗教対話の成果

④宗教的体験の対話

 

・対話重視 

・学び合う機会 

・仏教神道の伝統的

歴史の重みを感じる 

・互いの垣根を大切

にしつつ垣根を越え

る平和の原点を学ぶ 

・唯一の神と天皇制の

議論 

・建築物や理想につい

ての理解 

・バチカンから届く

花まつりメッセージ

を小教区へ発信 

・中央協宗教部門シ

ンポジウム記録をも

とに学びの場をもつ 

・カトリック内の違

和感は健全な違和感

で体質改善になる 
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質問５：他教区へご紹介したい活動、その他のご意見 

 ＜事例の紹介＞ 

・ 二部体制の平和懇話会：一部目は学び、二部目は食卓での懇親会 

・ 精神の深いレベルでの分かち合いで互いの信仰を証しする目的

で、体験と学びを取り込んだ年間プログラム計画：仏教、神道の学

び、諸宗教対話、神社訪問、新宗教についての理解などを実施して

いる 

 

＜ご意見＞ 

・ 一人の司祭の尽力ではなく、全国司教団レベルで対応すべき諸宗

教行事の事例があり、今後、そのような活動的な平和行事等を全国

レベルで実施できるように検討していただきたい。 

 


